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授業概要

臨床研究の倫理・専⾨職研修に出席し、GCP（Good Clinical Practice）、⼈を対象とする⽣命科
学・医学系研究に関する倫理指針、臨床研究実施体制などを理解する。

備考

オンライン(同時双⽅向型)

授業⽅法

講義

学位プログラム・コンピテンスとの関係

汎⽤︓ マネージメント能⼒、コミュニケーション能⼒、チームワーク⼒
専⾨︓実践的能⼒、研究能⼒、倫理観

授業の到達⽬標（学修成果）

臨床研究を実施するにあたっての各種規制、⽅法論について、さまざまな観点から論じることがで
きる。

キーワード

臨床研究、治験、GCP、倫理指針

授業計画

講演の内容については、プリント配布、掲⽰、e-mail により、その都度案内する。原則として、つ
くば臨床医学研究開発機構が⽤意する倫理講習（Level 1）、研究者・専⾨職研修（Level 2）の講
義を対象とする。
初回は担当教員がガイダンスを⾏う。

臨床研究の倫理・専⾨職研修に出席し、GCP（Good Clinical Practice）、⼈を対象とする⽣命科
学・医学系研究に関する倫理指針、臨床研究実施体制などを理解する。

履修条件

なし

成績評価⽅法



特に興味ある講演内容についてのレポート提出（２つ以上）を⾏う。評価は、出席とレポートにて
⾏う。
5回以上の出席を単位取得要件とする。

学修時間の割り当て及び授業外における学修⽅法

授業はすべて講義(100%)で実施する。

教材・参考⽂献・配付資料等

オフィスアワー等（連絡先含む）

随時メールで予定を確認のうえ、訪問すること

その他（受講⽣にのぞむことや受講上の注意点等）

他の授業科⽬との関連

ティーチングフェロー（TF）・ティーチングアシスタント（TA）


